














































































































































































































































































































































































































































































































































・ 遠く離れた高校と姿を見ながら交流する事ができたのは良い経験となった  etc
渋谷高
・ もう少し余裕をもって、プレゼンの話し合いをすべきだった。
・ テレビ会議を初めて体験することができ、エキサイティングだった。
・ 映像がカクカクで、たまに切れるのが残念だった。
・ テレビ会議にいざなると、話す内容が見つからなかった。
・ いろいろ学んだ。他の学校や国（シンガポール）のことだけではなく、自分の学校に関しても 考えないといけな
かった。 etc
シンガポール
高
・ とにかく学校間交流は本当に楽しくかった。これだけは確かだ
・ お互いの理解が深まったと思うし相手との比較によって自分の学校の再認識したと思う
・ テ－マ自体の意味が大きすぎて何について話そうか迷う時もあった。プレゼンテ－ション作成で自分自身も新
たに学べる面もあった。
・ 海外にいることによってその国の善し悪しを知り、我が国の日本を客観視できる。また、日本 への思いは日本
にいる人達より大きい
・ 日本に住む日本人と海外に住む日本人の視点、また、価値観の違いをよく考えることができ ました。こういう機
会がないとなかなか海外に自分が住んでいるという実感がわかないのでとて も貴重な体験をさせてもらいまし
た etc
59TV 会議システムによる海外校との交流学習の試み　～シンガポ－ル日本人学校との交流を通して～
リアルタイムのやり取りをしながら進行したことが
会議の成功につながったと考えられる。
　また、教員間のTV会議を事前テスト段階に2回、
まとめの会議を1回実施した。この様に、教師間の
意識の擦り合わせや継続的な情報交換が交流学習を
成功させるための必要不可欠な要因であろう。
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図8　教員間メ－リングリストの月ごとの回数
